
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青松園Ａ フレンズ逃げ切り最終戦飾る 

三苫フレンズ（１０勝２敗１分）１０３０００ ４  山口○、生野（拓）－佐藤（由） 

三苫三球会    （６勝７敗）０００００２ ２  吉留●－藤澤 

２ＢＨ：松尾、大津（三球会）盗塁：生野（拓）、吉村（三苫フ） 

三苫フレンズ山口投手、三苫三球会吉留投手の先発で始まったこの試合。フレンズは一回表、先頭吉村選手が

内野安打で出塁すると続く松尾選手は四球を選ぶ。三番生野（拓）選手は相手エラーで出塁無死満塁と絶好の先

制チャンス。四番佐藤（由）選手の内野ゴロの間に一人生還しフレンズが１点先制する。対する三球会は初回、

三番大津選手がヒットで出塁するも３三振を喫する。フレンズ山口投手はその後も速球が冴え三回を終わった時

点で８三振を奪う快投。追加点がほしいフレンズは三回表二番松尾選手が相手エラーで無死二塁とすると三番生

野（拓）選手がヒットと盗塁で無死二三塁とし、四番佐藤（由）選手は見事にセンターへはじき返し２点追加。

その後二死となるも代打太田選手のレフト前適時打で１点追加し４-０とリードを広げる。フレンズ山口投手に

五回まで散発３安打に抑えられていた三球会だが六回裏生野（拓）投手に代わると先頭の上村選手が四球を選び

出塁、ＷＰで二塁に進むと一死後三番大津選手が右中間の二塁打を放ち１点を返す。さらに四番半田選手の内野

ゴロが相手エラーとなり、もう１点。一死二塁となりここからつないで追いつきたいところであったが、フレン

ズ生野（拓）投手はここで踏ん張りを見せ二者を打ち取りゲームセット。若い選手ののびのびプレーが目立つフ

レンズが逃げ切り最終戦を勝利で飾った。（写真・記事：ソルトベイスターズ 田中 裕次郎） 

平成２９年１１月１２日 

今週のベストショット 

三苫フレンズ 対 三苫三球会 

三回表、フレンズ四番佐藤（由）選手が２点適時打を放ち、三球会を突き放す！ 

記事：ソルトベイスターズ 田中 裕次郎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両チーム最終戦に臨む挨拶。 初回、安打を放つフレンズ一番の吉村選手。 

一回表本塁突入を阻止する三球会上村三塁手。 華麗なステップの三球会大津遊撃手。 

懸命に守る三球会渡辺二塁手。 今日も投球が冴えるフレンズ山口投手。 

三回表二点適時打を放つフレンズ佐藤（由）選手 三回表ホームインするフレンズ生野（拓）選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈多グラウンド  投手戦の行方は？    

ブルーマーリンズ  （１３敗）０００００１ １  佐藤 ●－横山（健）   

奈多サンデーズ（６勝６敗１分）００００３Ｘ ３  江口 ○－野々下 

ＨＲ：佐藤（ブルー）盗塁：江口（奈多サ） 

だんだん寒くなってきて、日の出も遅くなってきた今日この頃。残すところあと４試合。最終戦を迎える両チ

ームは、勝率５割にしたい奈多サンデーズと１勝はしたいブルーマーリンズの戦いとなった。一回裏、奈多サン

デーズは先頭打者が四球で出塁し、四番野々下選手がセンター前に落ちる安打で二死一三塁のチャンスを作った。

続く五番江口選手はバットの先に当て、転々と三遊間に転がる難しい打球となったが、ブルーマーリンズ三塁手

末松選手の好守備で得点を与えなかった。二回表ブルーマーリンズは、先頭の五番横山（祥）選手がセンター前

で出塁すると、続く末松選手が初球バントを試みるも真横に飛んでファール、続く２球目もバントの構えをした

ため、三塁手が前に出てきたところでバスターをし、三塁手の股を抜く技ありの一打で無死一二塁とチャンスを

作るも後続が続かず無得点。サンデーズも一死から連続四球で一死一二塁となり、サンデーズベンチは点を取り

に動く。九番折井選手が三塁へプッシュ気味の速いバントで転がし、誰もが突っ込んできた末松選手が取って一

塁へ投げると思った瞬間、股の下を通して三塁ベース上で待っていた遊撃手井上選手へのスルーパスとなり、二

塁走者を見事にアウトとし二死となった。続く打者を四球で出し満塁とするも、見事に投手ゴロに打ち取ってこ

の回も無得点に抑えた。悪い流れとなった奈多サンデーズではあったが、三回表ブルーマーリンズ先頭の横山（健）

選手の三遊間を抜けそうな深い当たりを長濱遊撃手がホークス今宮に負けない好守備を見せ、一塁でアウトにし

た。これで悪い流れも変わり、当たりは良かったが続く２人の打者は投手ゴロに打ち取られて三者凡退でこの回

は終わった。良い流れで三番からいう好打順ではあったが、ブルーマーリンズ先発の佐藤投手も必死に投げて得

点を与えない。四回表一死一塁、攻守で大活躍の末松選手が三塁手のグラブをかすめる強烈な当たりで出塁した

三回表ヒットを放つフレンズ佐藤（博）選手。 篠原左翼手打球に追いつくも・・ 

六回表、フレンズ吉村選手ホーム突入もタッチアウト。 六回裏、タイムリー二塁打を放つ三球会大津選手。 



が無得点でこの回も終了。 四回の裏は二者連続三振を奪った佐藤投手ではあったが、またもやエラーと四球で

二死満塁のピンチを招いたが、三塁ゴロに打ち取り得点を与えない。五回の裏に試合が動いた。一死一塁からエ

ラーが２つ続き、奈多サンデーズに得点が入り、一死二三塁のチャンスで八番近藤選手がセンター前にダメ押し

の２点タイムリーを放つ。最終回、先頭打者三番佐藤選手は２ストライクと追い込まれると、三塁コーチャー安

部選手から「見逃し三振だけはするなよ！」の声に奮起し、見逃せば高めのボール球を思い切り叩いた打球はラ

イトを超えて土手の最上段に突き刺さった。ブルーマーリンズの反撃開始かと思われたが、四番五番が打ち取ら

れ、この日２安打の末松選手に期待がかかった。しかし、センター真正面に打球が飛びゲーム終了となった。最

終戦としては非常に見ごたえのある投手戦と好守が見られる非常に良い試合であったと思う。 

（写真・記事：塩浜ジャガーズ 橋村 明浩） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈多サンデーズ先発江口投手。 ブルーマーリンズ先発佐藤投手。 

難しい打球を捌くブルーマーリンズ末松三塁手。 バスター成功、末松選手。 

トリックプレーの末松選手。 スルーパスを受けた井上選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青松園Ｂ １９得点でフェニックス快勝！！ 

新町パイレーツ （４勝９敗）００３０  ３  三重野●－安田 

奈多フェニックス（７勝６敗）２４３10 １９  今林（勇）○－今林（英） 

ＨＲ：小林（新町パ）３ＢＨ：安藤（奈多フ）２ＢＨ：岡山（新町パ）高原、安藤、能丸２（奈多フ） 

一回裏奈多フェニックスは、二死一塁で四番安藤選手の会心の当たりのレフトオーバーが青松園Ｂの手前の木に当

たり惜しくもホームランにならないものの１点先取。その後エラーもあり、１点追加。二回裏にも一死二三塁の場面

で二番福島選手のライト前で２点、四番安藤選手が犠牲フライ、五番能丸選手のセンター前のタイムリーでこの回４

点。意地をみせたいパイレーツも三回表一死の場面で、代打小林選手がセンターへの本塁打が飛び出し、この回３点

二打席連続左前安打の末松選手。 高めのボール球を右越えＨＲする佐藤選手。 

右越えの打球を見送るサンデーズ。 笑顔でハイタッチのブルーマーリンズ佐藤選手。 

ダメ押し安打のサンデーズ近藤選手。 試合後の握手。今回もけが人が出てしまいました。 



を返すも、続く三回裏、一死二三塁で一番高原選手のレフトへの二塁打で２点、犠牲フライでこの回３点追加。そし

て、四回裏あわや打者二順の猛攻撃でこの回何と１０得点。終わってみれば、３－１９とフェニックスの快勝の試合

だった。（記事：レッドサンデーズ 前田 篤史、写真：古賀 開） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フェニックス先発の今林勇太投手。 パイレーツ先発の三重野投手。 

初回からタイムリーを放つフェニックス安藤選手。 本日３安打のフェニックス能丸選手。 

三回表、代打でセンターオーバーＨＲを放ったパイレーツ小林選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２５週編集後記 

ＷＳＬの皆さん、コンニチハ！ 

 

第２５週、１１月１２日は３試合が行われました。 

 

 青松園Ａの三苫フレンズ対三苫三球会戦は、フレンズ四番佐藤由志基選手が３打点を挙げると、投げては山口

投手五回まで無失点。最終六回に生野拓磨投手に代わると、２失点ながらフレンズが逃げ切った。フレンズは六

番佐藤博將選手も２安打３出塁とＷ佐藤が活躍した最終戦だった。 

 

 奈多グラウンドのブルーマーリンズ対奈多サンデーズ戦は、お互いチャンスは作るもあと一本が出ない状況が

五回表まで続く。迎えた五回裏、エラーを挟んで３安打を集め３点を奪ったサンデーズは、六回表にブルーマー

リンズ佐藤選手のＨＲの１失点で１－３で勝利し勝率５割とした。一方最終戦、１勝に懸ける意気込みが伝わっ

たブルーマーリンズではあったが、来年に持ち越しとなった。 

 

 青松園Ｂの和白新町パイレーツ対奈多フェニックス戦は、投手不在で三重野選手が下投げで先発したパイレー

ツは、初回高原選手を三振に取りはしたものの、やはりフェニックス打線に掴まり、１６安打１９失点。パイレ

ーツ打線は、フェニックス今林勇太投手を打ちあぐむも、三回表代打で登場の元気者・小林選手の中越えＨＲな

どで３点を奪うもここまで。３－１９でフェニックスが勝利し、勝ち越しを決めた。初回のフェニックス安藤選

手の放った打球は、柵越え間違いないと思われたが、桜の木に当たって跳ね返りＨＲならず。完ぺきな当たりだ

っただけにその時の「コーン」という乾いた音が印象的だった。 

三回表、二塁打を放つパイレーツ岡山選手。 三回表、レフト前ヒットの長倉選手。 

先発投手ながらも２安打のフェニックス今林勇太選手。 試合終了後の挨拶「お疲れ様でした」 



 

 今年のＷＳＬも残り１試合。 

 

皆さん、１２月１０日の第１回三地区対抗ソフトボール大会、納会は是非大勢で参加して盛り上げましょう！ 

 

１２月１０日（日） 

  ８：００～開会式（運営委員は７：００集合）＠青松園Ａ 

  ８：３０プレイボール 

 

  終了後、少年ソフト「奈多クラブ」故中田監督夫妻の墓参り（参加希望者のみ） 

 

 １６：００～ＷＳＬ納会（運営委員は１５：３０集合）＠三苫公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


